
　2020年の実質GDP成長率は、新型コロナウイルスに伴う移動制限措置による影響などから、
マイナス8.0％と大幅に落ち込んだ。貿易は輸出が前年比16.1％減、輸入が13.3％減と落ち込
んだ。主力の航空機輸出は半減した。対内直接投資は前年から8割減少した。戦略産業の保護
のため、外資の審査制度が強化された。一方、対外直接投資は米国向けM&Aなどが牽引し3
割増を示した。対日貿易も輸出入双方で縮小したが医薬品の輸入は4割増加した。日本からの
直接投資は低迷したが、対日直接投資は前年の引き揚げ超過からプラスに転じた。

■移動制限措置の導入で経済活動が一気に縮小
　2020年の実質GDP成長率はマイナス8.0％と前年の1.8％から急激に落ち込み、1949年以来の最大の



度は6.1ポイントで、このうち2.7ポイントを

民間最終消費支出が占める。一方、外需は

マイナス0.2ポイントと2021年もGDPの抑





比11.0％減となった。EU域外では、アジア大洋州（構成比18.9％）が4.2％減となった。ASEAN



ほか、 7月には同年12月までの期限付きで、事

前届け出の基準となる、欧州経済領域（EEA）

外の企業が所有する議決権の比率を25％から





■対日貿易は輸出入ともに大幅減少、医薬品輸入は4割増
　2020年の対日貿易は、輸出が前年比27.1％減の56億2,300万ユーロ、輸入が19.0％減の84億3,300万

ユーロとなった。輸出の方が大きく減少したことを受け、対日貿易赤字は28億1,000万ユーロと、前

年から約 1億1,500万ユーロ拡大した。フランスの貿易全体に占める日本の構成比は、輸出が1.3％、

輸入が1.7％で、それぞれ前年から0.3ポイント、0.1ポイント減少した。

　対日輸出は主力品全般で軒並み縮小した。前年は好調だった航空機・宇宙飛行体（構成比11.2％）

が64.1％減、飲料・アルコール・食酢（10.9％）が14.6％減と縮小に転じた。医薬品（8.9％）は38.6％

減、原子炉・ボイラー・機械類（7.5％）は14.8％減となり、前年に続き減少した。




